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【背景と目的】 
先行研究によって、小児期の虐待、ライフイベント、感情気質が主観的健康感（陽性感情）
および主観的不健康感（陰性感情）双方に影響することが知られている。我々は、一般的な
成人集団において、小児期の虐待、感情気質、成人期のライフイベントが相互作用し、陽性
感情と陰性感情に影響を与えるという仮説を立てた。構造方程式モデリングを用いて仮説の
検証を行った。 
 
【対象および方法】 
一般的な、医療を受けていない 415 人の参加者から、自記式質問票「心の健康自己評価質問
紙(Subjective Well-Being Inventory, SUBI)」、「成人期ライフイベントの肯定的および否定的評価
(Life Experiences Survey, LES)」、「感情気質評価質問紙 (Temperament Evaluation of the Memphis, 
Pisa, Paris, and San Diego auto-questionnaire, TEMPS-A)」、「小児期虐待質問紙(Child Abuse and 
Trauma Scale, CATS)」への回答を得た。データは単回帰、重回帰分析および構造方程式モデリ
ング（Mplus）を用いて解析を行った。 
 
【結果】 
構造方程式モデリングにより、小児期の虐待は、TEMPS-Aで定量化される循環気質、不安気
質、焦燥気質を介して、陽性感情（主観的健康感）と陰性感情（主観的不健康感）の双方を
間接的に悪化させることが明らかになった。循環気質、不安気質、焦燥気質は陽性感情と院
制感情の双方を直接的に悪化させ、過去 1 年間のライフイベントの否定的評価を増強してい
たが、発揚気質はこれらの気質とは反対の効果を示した。過去１年間の肯定的なライフイベ
ントは、小児期虐待とは独立に陽性感情と陰性感情を直接的に改善する影響を示した。 
 
【限界】 
被験者は非臨床的なボランティアであり、本研究の結果を精神疾患の患者に外挿できない可
能性がある。 
 
【結論】 
本研究から、小児期の虐待のうち特にネグレクトが、循環気質、不安気質、焦燥気質を介し
て間接的に主観的健康感を悪化させることが示された。一方、発揚気質と成人期肯定的ライ
フイベントは主観的健康感を改善した。小児期の虐待が主観的健康感に及ぼす影響において、
感情気質が重要な媒介因子としての役割を果たしていることが示唆された。 
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